
 
 

 

2025 年度事業報告 

2025年 4月 1日から 2026 年 3 月 31日まで 
 

認定特定非営利活動法人 JUDOs 
１. 事業活動方針 

柔道を通して社会貢献事業を推進し、国内外に柔道普及発展の輪を広げる 
 

２. 事業内容 
（1） 特定非営利活動に係る事業 
① 柔道の国際的普及・振興に関する事業  
  ア. 柔道用品（リサイクル柔道衣・畳等）寄贈事業 

※協力機関：東海大学、全日本柔道連盟、各国の柔道連盟、外務省（本省及び在外公館）、 

国際協力機構（JICA）等 

内 容 【柔道衣】日本郵便等で輸送（着数） 
1）タンザニア（98） 
2）ナミビア（202） 

 
3）バヌアツ（199） 
4）ラオス（38） 

計 537 着  
 【柔道衣】手荷物で運搬スペシャルプロジェクト（着数） 
 1）アルジェリア（19、13） 

2）インドネシア（10、24、19） 
3）カンボジア（3、6） 
4）グアム（11） 
5）コソボ（51） 
6）コロンビア（11） 
7）コンゴ民主共和国（8） 
8）ザンビア（28） 
9）スリランカ（76） 
10）タイ（30） 

11）タジキスタン（12） 
12）ネパール（17） 
13）パラオ（53） 
14）ハワイ（11） 
15）ブラジル（25、9） 
16）ホンジュラス（22、6） 
17）南アフリカ（16） 
18）ミャンマー 
（21、4、24、4、7、4、15、 

2、3） 
計 564 着  

 【畳】船便等で輸送（枚数） 
1）ポーランド（152） 
2）ミャンマー（163） 

 
3）アルバニア（55） 

   計 370 枚  
日時／場所 通年／神奈川県・平塚市（東海大学）他  
従事者人数 25名（東海大学国際貢献担当 8 名含む） 
対 象 者 柔道発展途上国の柔道連盟・柔道場を利用する指導者及び選手 



 
 

 

イ. 指導者・選手受入支援事業 
※協力機関：東海大学、国際オリンピック委員会（IOC）、日本オリンピック委員会（JOC）、 

国際柔道連盟（IJF）、全日本柔道連盟、各国の柔道連盟 

内 容 1）フランス柔道連盟指導者への研修会を支援 
2）フランス柔道連盟指導者候補者への研修会を支援 
3）ベネズエラ女子柔道選手 1名を受入 
4）中国・南京市溧水男子柔道選手 1 名を受入 
5）ウクライナジュニア柔道チームの受入を支援 
6）国際柔道コーチングセミナー2025を開催 
7）イタリア人柔道指導者を受入 

日時／場所 1）2025 年 4 月 20日～26 日／神奈川県・平塚市（東海大学）他 
2）2025 年 4 月 28日／平塚市（東海大学） 
3）2025 年 5 月 17日～6月 10 日／平塚市（東海大学）他 
4）2025 年 8 月 31日～9月 30 日／平塚市（東海大学） 
5）2025 年 10月 5日～9日／静岡県・静岡市 

（東海大学付属翔洋高等学校）他 
6）2025 年 10月 7日～11 月 3 日／平塚市（東海大学）他 
7）2025 年 12月 1日／平塚市（東海大学） 

従事者人数 20 名（東海大学国際交流担当 6 名含む） 
対 象 者 1）フランス柔道連盟公認の指導者 27名 

2）フランス柔道連盟の指導候補者 17名 
3）アンリケリス・バリオス 
4）王珍彭（オウ・チンホウ） 
5）ウクライナジュニア柔道チーム（男子選手 8名、女子選手 8名
を含む計 20名） 

6）ポーランド、ラトビア、サウジアラビア、スペイン、ガボン、
アゼルバイジャン、ミャンマーからの指導者計 8名 

7）イタリア人柔道指導者 7名 
 
ウ. 指導者・選手派遣事業 
   ※協力機関：東海大学、IOC、JOC、IJF、全日本柔道連盟、各国の柔道連盟、外務省（本省及び在外公館） 

内 容 1）バングラデシュへ指導者を派遣 
2）フランスへ指導者を派遣  
3）ポーランド・Camp Boseiへ指導者を派遣 
4）中国・山東省へ選手を派遣 
5）ホンジュラスへ指導者を派遣 



 
 

 

6）アイスランドへ学生指導者を派遣 
日時／場所 1）2025 年 7 月 10日～9月 3日／バングラデシュ・ダッカ 

2）2025 年 9 月 4日～10月 4日／フランス・各地 
3）2025 年 9 月 16日～9月 25 日／ポーランド・クラクフ他 
4）2025 年 10月 21 日～11月 5日／中国・山東省（済南・北海） 
5）2025 年 11月 4日～11 月 11日／ホンジュラス・テグシガルバ 
6）2026 年 3 月 2日～4月 1日／アイスランド・レイキャビク 

従事者人数 約 10 名 
対 象 者 1）岩本莉樹 

2）岩本莉樹 
3）穴井亮平 
4）小嶋洸成、森田和志 
5）中村美里、岩本莉樹 
6）塩谷颯大 

 
エ. 情報発信事業 

内 容 1) 会報誌 6号の発行 
2) ホームページ・SNS・YouTube の更新 
3) 海外からの柔道指導便り掲載 
4) Judo3.0オンラインカフェ 
5) ローマクラブへのメッセージ 
6) 柔道大会会場等での JUDOs 活動紹介 
7) JAPAN Forward連載  

日時／場所 1) 2025年 8 月／平塚市（東海大学） 
2) 通年／ウェブサイト 
3) ミャンマー、ブータン、ラオス、ケニア、ネパール、セネガ

ル、パラオ、バングラデシュ、スリランカ 
4) 2025年 6月 27 日／オンライン 
5) 2025年 9月 30 日／東海学園大学（愛知県・名古屋市） 
6) 2025年 12月 6 日～7日／東京体育館（東京都・渋谷区） 
7) 隔月／ウェブサイト 

従事者人数 約 15 名（東海大学国際交流担当 6名含む） 
対 象 者 会員及び支援者、一般参加者 

 
オ. 講演会・シンポジウム事業 

内 容 1）藤井裕子×井上康生 スペシャル対談 



 
 

 

2）高齢者の安全な転び方に関する国際カンファレンス 
日時／場所 1）2025 年 5 月 29日／品川区民会館（東京都・品川区） 

2）2025 年 12月 12 日～14 日／平塚市（東海大学） 
従事者人数 約 20 名 
対 象 者 1）本法人支援者及び一般の参加者 

2）世界各国の柔道研究者約 80 名 
 
カ. インクルーシブ事業 

内 容 1) ビギナー親善柔道大会 
2) KOTA’ｓ 柔道エクササイズ 
3) 平塚ろう学校柔道体験教室開催 

日時／場所 1）2025 年 5 月 11日／横浜市（慶応大学日吉キャンパス） 
2）2025 年 7 月 26日／平塚市（東海大学） 
3）2026 年 3 月 4日／平塚市（平塚ろう学校） 

従事者人数 約 15 名 
対 象 者 各国の柔道指導者、ろう学校生徒、平塚市民 

 
② 柔道を軸とした各種スポーツ・他分野との交流、協働に関する事業 

ア. コラボレーション事業  
内 容 1）タイ・モンクット王ラカバン工科大学留学生への柔道体験 

2）ポーランドジュニア選手への日本文化体験の実施 
3）ハロウ安比校へ畳を寄贈 
4）平塚国際交流フェスティバルに参加 
5）Ocean’s Loveへ畳を寄贈 

日時／場所 1）2025 年 5 月 21日／平塚市（東海大学） 
2）2025 年 6 月 24日／平塚市（東海大学） 
3）2025 年 7 月 29日／岩手県安比高原 
4）2025 年 11月 26 日／神奈川県・平塚市（総合運動公園） 
5）2025 年 12月 22 日／神奈川県・茅ヶ崎市 

従事者人数 約 20 名 
対 象 者 一般参加者 

 
③ 柔道による国内外の選手及び青少年の育成と活動支援に関する事業 

ア. 柔道教室・大会支援・出前講座事業 
内 容 1）オーストラリア OKO柔道クラブへの柔道教室 

2）中西直心館道場でイギリス柔道選手との国際交流 



 
 

 

3）台湾での柔道交流を支援 
4）全日本小学生柔道育成プロジェクト 
5）文京区わくわくスポーツ祭り 
6）Bunkyo Sports Park 2025 
7）デフリンピック運営支援 
8）グランドスラム東京・運営支援 
9）Rusty Kanokogi Memorial 第 44 回塾友杯少年柔道大会を支援 
10）魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会を支援 
11）全日本学生柔道Winter Challenge Tournament 2026を支援 
12）平塚柔道協会とカナダ人柔道選手との国際交流 

日時／場所 1）2025 年 4 月 22日／平塚市（東海大学） 
2）2025 年 7 月 3日／平塚市 
3）2025 年 8 月 18日／台湾・新北市 
4）2025 年 8 月 24日／東京都・文京区 
5）2025 年 9 月 15日／東京都・文京区 
6）2025 年 10月 13 日／東京都・文京区 
7）2025 年 11月 15 日～18日／東京都・足立区 
8）2025 年 12月 6日～7日／東京都・渋谷区 
9）2025 年 12月 7日／東京都・三鷹市 
10）2026年 2月 14 日／福島県・三春町 
11）2026年 2月 14 日～15日／奈良県・天理市 
12）2026年 3月 26 日／神奈川県・平塚市 

従事者人数 約 40 名（東海大学柔道部 15 名を含む） 
対 象 者 国内の柔道を行う青少年約 500 名 

 


